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UR E27が適用となるコンピュータシステムは以下のとおりです。

UR E27が適用となるコンピュータシステム

UR E27の適用
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・ 国際航海に従事する旅客船（旅客船に該当する高速旅客船を含む）

・ 国際航海に従事する総トン数500トン以上の貨物船

・ 国際航海に従事する総トン数500トン以上の高速船

・ 総トン数500トン以上の海底資源掘削船

・ 建設に従事する自航式海洋構造物（すなわち、風力発電設備の設置、保守及び補修，

クレーンユニット，ドリリングテンダー，宿泊等にもちいられるもの）

UR E26が適用となる船舶（2024年7月1日以降の建造契約船）

内航船は対象外

UR E27は、UR E26が適用となる船舶に搭載される場合に適合が必要です。

UR E27の適用
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承認の種類 説明

I. 使用承認 型式に対する承認を指します。船舶に搭載する前に、あらかじめ
代表的な型式に対してX編4章（UR E27）に規定される審査及び検
査を行うことで、個品承認に必要なプロセスの一部が省略されま
す。

II. 個品承認 製品一つひとつに対する承認を指す。
X編5章（UR E26）が適用となる船舶に搭載されるコンピュータシ
ステムに対して適用され、製品ごとに承認が必要となります。

承認の種類

使用承認を取得いただいた場合、
個品承認プロセスにおいて、提出資料の一部及び立会検査の省略が認められます。

では、UR E27に適合するための承認とは何があるでしょうか。

その承認プロセスは大きく２つあります。
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使用承認プロセス 概要

承認審査 システムに対して、使用承認を新
規取得する場合に実施される審査
です。

更新審査 使用承認を有するシステムの有効
期限を更新する場合に実施される
審査です。使用承認の有効期限は
5年間であり、有効期限の更新を希
望される場合は、この審査を実施
する必要があります。

変更審査 使用承認を有するシステムが変更
される場合に実施される審査です。

承認の種類 説明

I. 使用承認 型式に対する承認を指します。船舶
に搭載する前に、あらかじめ代表的
な型式に対してX編4章（UR E27）
に規定される審査及び検査を行うこ
とで、個品承認に必要なプロセスの
一部が省略されます。

II. 個品承認 製品一つひとつに対する承認を指す。
X編5章（UR E26）が適用となる船
舶に搭載されるコンピュータシステ
ムに対して適用され、製品ごとに承
認が必要となります。

I. 使用承認の概要

まず、使用承認のプロセスについて説明します。

使用承認は、5年間有効な証明書によって個品承認のプロセスを省略できます。
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提出書類の一覧

立会検査の一覧

I. 使用承認：承認審査

使用承認の承認審査について説明します。

承認審査では、すべての書類審査及び立

会検査が実施されます。
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I. 使用承認：更新審査又は変更審査

使用承認プロセス 概要

更新審査 使用承認を有するシステムの有効期
限を更新する場合に実施される審査
です。使用承認の有効期限は
5年間であり、有効期限の更新を希望
される場合は、この審査を実施する
必要があります。

変更審査 使用承認を有するシステムが変更さ
れる場合に実施される審査です。

提出書類

立会検査

承認以降に規則が変更になった、

システムに変更があった等、

必要に応じて要求される

使用承認の更新審査又は変更審査では、

必要に応じて書類審査及び立会検査が

実施されます。
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個品承認プロセス 概要

①システムが使用承
認を有していない場
合

原則として、すべての書類審査及
び立会検査を実施いただく必要が
あります。

②システムが使用承
認を有する場合

一部の書類審査を省略することが
できます。試験結果を提出するこ
とで、立会検査も省略することが
できます。

③以前承認された同
一のシステムを同型
船に搭載する場合

以前承認されたシステムとの差分
を比較及び検討した上で、一部又
はすべての書類が流用できます。

承認の種類 説明

I. 使用承認 型式に対する承認を指します。船舶
に搭載する前に、あらかじめ代表的
な型式に対してX編4章（UR E27）
に規定される審査及び検査を行うこ
とで、個品承認に必要なプロセスの
一部が省略されます。

II. 個品承認 製品一つひとつに対する承認を指す。
X編5章（UR E26）が適用となる船
舶に搭載されるコンピュータシステ
ムに対して適用され、製品ごとに承
認が必要となります。

II. 個品承認の概要

つづいて、個品承認のプロセスを説明します。

個品承認では、そのプロセスが3パターンあります。
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使用承認
の有 

個品承認プロセス

以前承認された
同一のシステム
を同型船に搭載
するか 

  

  

   

   

 以前承認された同一
のシステムを同型船に
搭載する場合

 システムが使用承認
を有していない場合

 システムが使用承
認を有する場合

個品承認プロセス 概要

①システムが使用承
認を有していない場
合

原則として、すべての書類審査及
び立会検査を実施いただく必要が
あります。

②システムが使用承
認を有する場合

一部の書類審査を省略することが
できます。試験結果を提出するこ
とで、立会検査も省略することが
できます。

③以前承認された同
一のシステムを同型
船に搭載する場合

以前承認されたシステムとの差分
を比較及び検討した上で、一部又
はすべての書類が流用できます。

II. 個品承認の概要

それぞれの個品承認プロセスの違いについて、使用承認の有 や同型船による

承認実績の有 によって、書類審査／立会検査が異なります。
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使用承認
の有 

個品承認プロセス

以前承認された
同一のシステム
を同型船に搭載
するか 

  

  

 以前承認された 一
のシステムを 型船に
搭載する場合

 システムが使用承認
を有していない場合

 システムが使用承
認を有する場合

個品承認プロセス 概要

①システムが使用承
認を有していない場
合

原則として、すべての書類審査及
び立会検査を実施いただく必要が
あります。

②システムが使用承
認を有する場合

一部の書類審査を省略することが
できます。試験結果を提出するこ
とで、立会検査も省略することが
できます。

③以前承認された 
一のシステムを 型
船に搭載する場合

以前承認されたシステムとの差分
を比較及び検討した上で、一部又
はすべての書類が流用できます。

II. 個品承認：❶ 使用承認を持っていない場合

システムが使用承認を持っておらず、同型船による承認実績がない場合は、

すべての書類審査と立会検査が実施されます。

10



2025/6/9

提出書類の一覧

立会検査の一覧

II. 個品承認：❶ 使用承認を持っていない場合

システムが使用承認を持っておらず、同型船による承認実績がない場合は、

すべての書類審査と立会検査が実施されます。
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使用承認
の有 

個品承認プロセス

以前承認された
 一のシステム
を 型船に搭載
するか 

   

 以前承認された 一
のシステムを 型船に
搭載する場合

 システムが使用承認
を有していない場合

 システムが使用承
認を有する場合

個品承認プロセス 概要

①システムが使用承
認を有していない場
合

原則として、すべての書類審査及
び立会検査を実施いただく必要が
あります。

②システムが使用承
認を有する場合

一部の書類審査を省略することが
できます。試験結果を提出するこ
とで、立会検査も省略することが
できます。

③以前承認された 
一のシステムを 型
船に搭載する場合

以前承認されたシステムとの差分
を比較及び検討した上で、一部又
はすべての書類が流用できます。

II. 個品承認：❷ 使用承認を持っている場合

システムが使用承認を持っている場合は、一部の書類審査と立会検査を省略す

ることができます。
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提出書類の一覧

使用承認による書類審査省略願いの詳細

II. 個品承認：❷ 使用承認を持っている場合

システムが使用承認を持っている場合は、一部の書類審査と立会検査を省略す

ることができます。
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使用承認
の有 

個品承認プロセス

以前承認された
同一のシステム
を同型船に搭載
するか 

  

   

 以前承認された同一
のシステムを同型船に
搭載する場合

 システムが使用承認
を有していない場合

 システムが使用承
認を有する場合

個品承認プロセス 概要

①システムが使用承
認を有していない場
合

原則として、すべての書類審査及
び立会検査を実施いただく必要が
あります。

②システムが使用承
認を有する場合

一部の書類審査を省略することが
できます。試験結果を提出するこ
とで、立会検査も省略することが
できます。

③以前承認された同
一のシステムを同型
船に搭載する場合

以前承認されたシステムとの差分
を比較及び検討した上で、一部又
はすべての書類が流用できます。

II. 個品承認：❸ 同型船による省略の場合

システムが使用承認を持っておらず、同型船による承認実績がある場合は、

承認内容によって、書類審査の一部（又は全て）が流用できます。
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同型船に対して同じ図面を流用する場合、弊会図面提出システム「NK-PASS」

を用いて、以下のような手順で流用して図面をご提出ください。
※詳細は、「NK-PASS」マニュアルの3.7をご覧ください。

通常の図面提出画面で流用 図面流用画面から流用

図面提出画面で
オプション選択

図面流用用の
画面からも可能
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II. 個品承認：❸ 同型船による省略の場合の提出方法
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for your kind attention
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